日本を「海外で戦争する国」に変える集団的自衛権の
行使容認に反対し、「閣議決定」の撤回を求めます
内閣総理大臣　様

衆議院議長　様
参議院議長　様
[請願の趣旨]
2014年7月1日、国民多数の声を無視して集団的自衛権の行使を認めることを中心とした「閣議決定」が強行されました。
「閣議決定」は、これまでの「憲法第９条のもとでは海外での武力行使は許されない」とした政府解釈を１８０度変え、日本への攻撃がなくても日本が米国のために武力を行使し、海外で戦争する国になる道をひらくものです。改憲クーデターともいえるこの大転換は、自・公与党の密室協議で、「実施は限定的」「武力行使に歯止め」などの詭弁と言い逃れ、ポーズで憲法をないがしろにするものです。このように、内容も手法も立憲主義を否定しています。
内閣は今後、｢閣議決定｣を実際に運用するために、自衛隊法や周辺事態法など多数の関係法律などを改定するとともに、日米ガイドライン改定にも反映することを目論んでいます。

国民のなかには戦争への不安がひろがっています。
　戦争のない平和なアジアと世界を願う私たちは、閣議決定で解釈変更をするという憲法破壊の歴史的暴挙を絶対に許さず、以下のことを強く求めます。

[請願の項目]

一、集団的自衛権行使を容認する「閣議決定」を直ちに撤回すること。
一、集団的自衛権行使のための立法措置を行わないこと。

一、日本国憲法第９条を守り、生かすこと。
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憲法改悪阻止各界連絡会議（憲法会議）
